糖質の定量（加水分解後の試料）
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[image: ]１　定量方法：フェノール硫酸法
[image: http://2.bp.blogspot.com/-y0JdhdF_e9c/U82w2yXNioI/AAAAAAAAjFk/38ZoXJlTK28/s800/pasta_rigatoni.png]
２　試料：食パン（まいにち食パン：オキコ）炭水化物45g/100g
レトルトごはん（トップバリュー）炭水化物33g/100g

３　試薬：5%フェノール、濃硫酸

４　器具：100mLビーカー、1mLホールピペット、1mLメスピペット、5mLホールピペット、共栓試験管、分光光度計専用試験管、試験管ばさみ、タイマー、分光度計

５　手順

1 [image: C:\Users\takaesuki\Desktop\糖質定量実験\132_0826\RIMG1674.JPG]試料（100mLビーカーにとる）をホールピペットで1mLとり、共栓試験管に入れる。



2 [image: C:\Users\takaesuki\Desktop\糖質定量実験\133_0827\RIMG1779.JPG]5%フェノール液をメスピペットで1mLとり、共栓試験管に加える。



3 [image: ]濃硫酸5mLをホールピペットでとり、共栓試験管に速やかに加える。
※溶液がすべて激しく混ざり合うように、試験管中間の高さあたり
[bookmark: _GoBack]から速やかに加える。
この時の混ざり具合が値に影響される。
硫酸は大変危険なので、取り扱いには十分注意を払いましょう

[image: ]
4 栓をしてよく混合し、15分間呈色させる。
※タイマーを使用する（硫酸を加える時にスタート）人差し指で栓を押えて試験管を上下に振る


5 次の試料もある場合は同様に行う。
※次の試料の硫酸を加えるタイミングは1分30秒、3分、4分30秒、6分の時

6 15分経過したら専用試験管に移し、分光光度計（波長490nm）で透過率を測定する。
※試験管ばさみで挟んで移すと手に硫酸が付かず安全
※時間の経過とともに透過率の値が変わるので、同じ条件の15分経過時に合わせる
[image: C:\Users\takaesuki\Desktop\糖質定量実験\132_0826\RIMG1723.JPG][image: C:\Users\takaesuki\Desktop\糖質定量実験\132_0826\RIMG1726.JPG]小数点第2位までを求める
（第3位を四捨五入）




7 [image: C:\Users\takaesuki\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\RIMG1810.jpg]透過率-吸光度換算表で吸光度を読み取る。

小数点第1位までを求める



8 [image: C:\Users\takaesuki\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\RIMG1816.jpg]検量線から糖量を読み取る。



9 計算で糖質濃度を求める。
糖質濃度(%) = 1ml中の糖量(μg) × (希釈率) ×100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000 × 1000　　　
[image: ]
image4.jpeg




image5.jpeg




image6.png




image7.png




image8.jpeg




image9.jpeg




image10.jpeg




image11.jpeg




image12.png
oy

Py




image1.png




image2.png




image3.png




